
2019年12月期 決算サマリー

１．2019年12月期業績 売上、利益ともに過去最高を更新
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経常利益 804百万円

POINT

✅データ利活用サービス拡大 国内最大級3,000万人超の医療データでさらに躍進

✅診療データベースの充実 CADA-BOX受注苦戦も新たな診療データ取得方法を確立、
リアルタイム診療データ80万人規模に

３．株主還元 成長基盤が整い、成長投資＋株主還元が可能に

① 配当の実施

初配(2020年12月期) 安定配当 配当性向20％以上目安
※本日付 「株主還元方針の変更及び株主優待制度の廃止」 をご参照ください。

② 自己株式の取得

自己株式取得 ６億円（60万株 対発行済株式数 1.5％）
※本日付 「自己株式の取得に係る事項の決定に関するお知らせ」 をご参照ください。

③ 株主還元原資の拡充

原資増強 13億円（配当・自己株式）
※本日付 「資本準備金の額の減少に関するお知らせ」 をご参照ください。

２．2020年12月期業績予想 データ増強の積極投資しつつ増収増益

※詳細は、本日付 「2019年12月期決算説明資料」 をご参照ください。

売上高 4,026百万円

売上高 4,800百万円

前期比 ＋19.2％

経常利益 900百万円

前期比 ＋11.9％
POINT

✅リアルタイム診療データ規模拡大 リアルタイム診療データ150万人規模に

✅リアルタイム診療データ活用 画像、血液など新たなデータを活用した分析データを活用した
スクリーニングの次フェーズ展開

４．ガバナンス体制強化 執行役員制度と取締役会スリム化

① 執行役員制度導入

経営の機動性強化 次世代経営人材育成
※本日付 「執行役員制度の導入及び役員の異動に関するお知らせ」 をご参照ください。
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